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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、第１には、中日経済のデ
ータベースを構築すること、第２には、中日
経済の多部門計量モデルを開発すること、第
３には、同モデルを用いて日系企業の経済活
動が両国の経済に及ぼす影響や対中直接投
資に伴う技術移転などをシミュレーション
分析することにある。 
 そのため、本研究では、中日経済の既存統
計資料に基づいて、ＳＮＡデータの整備（支
出、分配、雇用・賃金、価格、付加価値、生
産決定など）と産業連関表データの新規推計
（2005 年）、および新 SNA と産業連関表の
接合を行い、モデルのためのデータベースを
構築する。また、支出（ 終需要）、生産決
定、付加価値形成、雇用・賃金、価格決定の
5 つのブロックから中日経済の多部門計量モ
デルを開発する。そして、このモデルを用い
て日本の対中投資や技術移転などの実証分
析や将来展望を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまで本研究で得られた成果は次通り
である。 
 （1）中日経済の多部門計量モデルの理論
的構成と定式化を行っている。具体的に、中
日経済の多部門計量モデルのマクロ経済で
支出（ 終需要）、雇用・賃金、価格決定、
付加価値形成、生産決定の 5 つのブロックに

ついて、モデルの理論的構成を行い、経済変
数間の相互依存関係を検討し、これに基づい
てモデルの定式化を行っている。とくに多部
門モデルの研究蓄積が乏しい中国モデルに
ついて、データベースの整備とともに、モデ
ルの構成など改善、改訂を行っている。 
 （2）中日両国の産業分類基準についての
比較では、3 桁レベルで中日間の産業分類に
は対応していない部分が存在しているため、
中日間の経済統計データを 3桁分類レベルで
組み換えることに難点があることが始めて
明らかにした。 
（3）中日経済多部門計量モデルのデータ

ベースを構築するために、Economate I-O（マ
クロエコノメリックス研究会）を活用し、時
系列中日国際産業連関表（中日表）を推計す
る方法を開発した。Economate I-O は、RAS
法による産業連関表予測表を作成できるソ
フトである。このソフトでは、実績表に基づ
いて投入係数をはじめ種々の係数を機械的
に推計した上、ユーザによる調整を加えて予
測表を求める。われわれの研究では、このソ
フトの予測機能を中日表の作成に活用し、
2000 年中日表（実績）と 2005 年の中国と日
本の一国表に基づいて 2005 年中日表（2000
年基準）を早期推計して、接続中日表の更新
を果たした。 

 
３．現在までの達成度 



本研究課題の当初研究目的の達成度につ
いて、やや遅れている。 
その理由は、本研究のモデルのためのデー

タベースの開発が遅れたことにある。データ
ベースのための統計資料、とくに中国の産業
連関表ベースのデータ（2004 年工業センサ
スに基づいた 2005 年公式表の改定やインフ
レータの代表品の更新など）には莫大な時間
がかかっている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 デフレータ推計のための代表品の代替な
どを行う。モデルの枠組みの構築に関しても、
データベースの整備状況を踏まえて推計可
能なように改定したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
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